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リオデジャネイロ（以下リオ）やサンパウロと聞けば、誰もがその治安の悪さ

を連想する。新聞や雑誌には、ここ半年間、悪くなる一方の治安、増加する犯罪

を報じる記事が溢れている。実際、1994年１１月には、犯罪対策としてリオのファ

ヴェーラに軍が介入した。サンパウロでも武装した軍隊が取り締まりにあたった

というニュースが報じられた（’１．１９９５年３月末、カルドーゾ大統領とリオ州知

事アレンカールの間で、武器密輸、薬物取引、組織犯罪の取り締まりのために、

連邦警察とリオ連邦交通隊、軍警察の力を結集させ、出動の要請を可能とする協

定が調印された（２）。

また、リオやサンパウロの犯罪発生率の高さを示すデータも報じられている。

例えばリオ市発表の統計によると、リオ市の殺人による死亡者は市民１０万人当

60.9人、これはサンパウロより４４％多く、ニューヨークやロスアンジェルスの２

倍である１３１･サンパウロ市では３０分に１件の割合で殺人が起き、リオ市では１

週間に４件の誘拐が発生している。リオ市内４５０ヶ所のファヴェーラでは１週間

に1,300キロのコカインが取引される。リオ市の殺人件数は1993-94年で２２．６％も

増加し、強盗は２４．５％も増加した１４１．

犯罪の多発に呼応するように、ここ半年間、新聞や雑誌には多くの犯罪関連記

事が掲救されている。これらを一読すると、犯罪に対する見解に共通性のあるこ

とに気付かされる。すなわち、犯罪がどのように扱われているかという点におい

て一つの論調が見られるのである。本稿ではこの犯罪の扱われ方に着目する。つ

まり、犯罪がどのように伝えられているか、犯人像と被害者像のステロタイプ化、
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犯罪とステロタイプ化された犯人像と被害者像が社会的脈絡の中でどのように位

鬮づけられているか、を考察する。さらに、犯罪がどのように「事件化されてい

るか」（５）の考察を通して、イメージされた「犯罪・加害者・犠牲者」に内在す

るブラジル社会の不平等性に言及することが本稿の目的である。

以上のような目的のために、本稿は次の問題提起に基づき展開される。１）今

日の犯罪研究の概観、２）犯罪関連記事の例示、３）犯罪に対してどのような策

がとられているか、４）２と３を通して、共通してみられる犯罪に関する言説と

その表象され方に着目し、「犯罪」が社会的脈絡の中でどのように位償づけ意味

づけられているか、５）その社会的脈絡とは？、「犯罪」のイメージが現れる背

景であるブラジル社会の不平等性とはどのようなものであるか．これらの点を考

察していきたい。

本論に入る前に、「犯罪」という語について確認しておきたい。本稿で用いる

「犯罪」という語は、ブラジルにおける．viol8ncia．という語を念頭に置いて

いる。“ｖｉｏｌ６ｎｃｉａ職とは、辞書によれば「暴力的な噸、暴力的行為、身体的、

道徳的脅迫」となっている(6)。しかし、ブラジルで一般に。viol8ncia”は、強

盗（assalto）、盗み（r0ubqfurto）、強姦（estupro）、殺人（ｈｏｍｉｃｆｄｉｏ）な

ど一連の犯罪（ｃｒｉｍｅ）だけでなく、麻薬取引（trAfico）や銃撃戦（tiroteiro）、

漠然と治安の悪さや街で犯罪の犠牲者となる可能性まで、多様な意味合いを総称

する表現である。よって、本稿では特に明記しない限り、ブラジルで一般に使わ

れる懲viol6ncia厨という意味において「犯罪」という語を用いる。

またここで本稿の立場と限界をあらかじめ断っておきたい。本稿の考察の焦点

は、報道された事件の内容そのものが其突かどうかや犯罪の善悪を問うのではな

く、事件がどう扱われ意味づけられたかにある。よって、リオやサンパウロが実

際に治安が悪いのか、犯罪の因果関係や報道されない犯罪などを論じるものでは

ない。もう一点は資料収集の限界である。本稿のためにフィールドワークをする

ことができなかったため、必然的に情報ソースは日本で収集できるものに限られ

ている。従って、壁ｖｉｏｌ８ｎｃｉａ”の真っ只中にいる住民の声は間接的なものとな

った。

１．犯罪（viol6ncia）研究の概観

犯罪（ｖｉｏｌ６ｎｃｉａ）は、ブラジルの人類学、社会学、歴史学、法学、犯罪学な
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ど様々な学問分野において重要な研究対象であり、サンパウロ大学の社会学部に

はviol8ncia研究センターが設けられ多くの研究成果がみられる。それらは概ね

次のように分けられるのであろう。一つは、植民地時代から今日までの広義の

ｖｉｏｌ８ｎｃｉａの歴史的考察である。そこでは、ブラジルの植民地化や奴隷制のvio-

l6ncia的側面の検討、ブラジルvio16ncia史ともいえる研究がみられる(7)。二つ

めは、犯罪人口の社会学的分析、刑罰制度、法律からのアプローチ。三つめは、

人種問題やイデオロギーの面からの研究である。これは、特に1975年頃から80年

代にかけての民主化のプロセスを背景として絶えず問われてきた人種問題をめぐ

って活発になされてきた（８）。四つめは、都市問題、社会問題としての犯罪やマ

ージナリテイ論的研究である。都市化が本格化する1920年代から今日に至るまで

一貫して都市が抱えてきた貧困とそれに伴う犯罪の問題が対象とされている。特

にサンパウロとリオの40年代からのファヴェーラ急増に伴い、貧困の結果として

の犯罪、マージナリティ論からの分析が多数ある１，１．五つめは、８０年代初頭か

ら活発になされている人類学における自己反省的論争１１ＣＤを背景とした民族誌に

おける犯罪の考察である。これらの研究は、犯罪を因果関係のみから捉えるので

はなく、社会的文化的コンテクストにおいて何を意味するかを考察している（’1)。

例えば、ブラジル人類学者、テレーザ・カルデイラは、サンパウロ大都市圏のあ

る低所得層居住地区の住民の日常生活と政治意識の分析の中で、住民による犯罪

と犯罪人の捉え方に言及している１１２１。

Ⅱ、犯罪（viol6ncia）に関する記事：Veja誌から

ここでは、ブラジルの大衆誌veja（週刊）において、ここ１年間に掲載された

犯罪関連の記事を概観したい。Veja誌を主たる傭報ソースにした理由は、それが

ブラジルの大衆誌の中で最も有力であり世論を反映していると思われるからであ

る。ｖｅｊａ誌は、公称100万部で世界ランキング４位の発行部数である１１３１．価格

は一部３レアル（約２．５ドル）であることからわかるように、最低賃金月額100レ

アル（９５年６月現在）では購入は困難である。つまり、Veja誌の読者のほとんど

が社会階層的上層、中間屑となる。Veja誌の論調の世論に対する影響力は大きく、

それは上屑と中間卿に向けられている。しかも読者が一方的に論調の影瀞を受け

るだけではなく、Veja誌の方も読者の期待するような論調を採用するため、両者

は相互依存関係にあるといえよう。テレビのドキュメンタリー番組でも雑誌．新
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間の記事でも、事実の骨子以外の部分には解釈が入っており、そこには読者と視

聴者が期待するもの、見たいもの、他者に言ってもらいたいものが反映されてい

る。この意味において、Veja誌の論調は、ブラジルの中間層と上層のビジョンに

影響されており、逆に影響を及ぼしてもいるのである。世論を動かすのが社会的

文化的マジョリティーだとすれば、ブラジルの世論は社会階層的上層と中間層に

依存しており、Veja誌には世論が反映されているといえよう。またVeja誌の編集

路線は中庸であり、ＯＧｌｏｂｏ紙のように政府寄りでもなく、左寄りでもない。そ

れ故に、本稿において犯罪がどう扱われているかを考察するための情報ソースと

して、Veja誌の記事は有効であると思われる。

1994年11月のリオのファヴェーラヘの軍介入と９５年の軍警察の出動要請を可能

とする協定に呼応するように相前後して、ｖｅｊａ誌では犯罪関連の記事が増えてい

る。９４年７－１２月では、全26号のうち犯罪関連記事のある号は１１号にもなる。そ

のうち10ページ前後の特集は４号にもなる。９５年１－５月では、全22号のうち７

号に犯罪関連記事が出ている。特に５月は毎号である。このように定期的に、か

つ特集として組織立って報じられると、読者は否応なく犯罪が激化している印象

を持ち関心を高めざるをえない。

例えば、1994年８月２４日号では10ページにわたる特集で、犯罪グループの元リ

ーダーによる自伝が掲職された。続いて、８月３１日号では、前知事プリゾラの息

子が車ごと強盗にあい、激突事故に遭遇したニュース（１ページ分）、９月２１日

号では、リオ市民の関心事の２位が犯罪であること（１２年前は関心事の６位だっ

た）と中間層を脅かす犯罪グループという記事が計８ページにわたり掲載された。

次いで、１０月１９日号、２６日号、１１月２日号、２３日号、３０日号、１２月７日号、２８日

号と連続して犯罪関連記事が掲救されている。ファヴェーラで警察が犯罪グルー

プに対する復讐銃撃戦を繰り広げたこと、富裕層の社会的パラノイアが貧困層へ

の恐怖感を深刻化していること、ファヴェーラを初めリオ各地の貧困層居住地へ

の軍隊出動とそれをめぐる政府内のもめ事などのニュースが４ページや10ページ

の特集で衝撃的に載っている。９５年に入ると、３月８日号にデンマーク人留学生

殺害の記事が報じられた後、５月３日号、１７日号、２０日号と連続して、ファヴェ

ーラでの銃撃戦や犯罪の犠牲者とその遺族についての特集（７ページ）が掲載さ

れている。どの記事も（特に特集は）、視覚に訴える大判の写真が挿入され臨場

感を煽るように編集されている。
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Ⅱ、犯罪（viol8ncia）に関する言説とその表され方

本章では、犯罪に関する記事から犯罪言説を具体的に例示し、そこにみられる

犯人像と被害者像（犠牲者像）に着目し、犯罪がいかに事件化されているかを考

える。

まず大前提は、ブラジル、特にリオとサンパウロはさながら無法地帯といえる

ほどの犯罪多発地帯であり、犯罪がブラジル社会の最も恥ずべき汚点だという認

識である。

一服１０レアルもしないクラックが銃の引き金を引かせ殺人を起こしている。

中産階級の住宅街では信号待ちに時計のせいで殺される。住宅内では、夜、

強盗が入り、住民は金庫が空だったために生命を落とす。市民は犯人に抵抗

しようとして死ぬ。泣いたりひざまずいたり神の慈悲を乞うても殺される。

（Ｖｅｊａ，２４/5/９５）

次の記事は、犯罪多発国としてのブラジル認識、犯人像と犠牲者像の点から好

例である。

カーニバルの日曜日、リオに来て７カ月のデンマーク人留学生（２２歳）が

殺された。ブラジルを愛しブラジルの貧困に心を痛めていた彼女は、金髪、

身長180センチ、金持ちでたいへん美人だった。深夜、友達と別れてホスト

ファミリー（軍警察の長官）のアパートに帰って来たところ、アパート専属

の警備員に殺された。警備員は、彼女がエレベーターに乗ったところをレイ

プしようとしたが騒がれたため、彼女を殴って水タンクに投げ入れ殺した。

犯人はレイプ未遂が（して解雇されたくなかったと言っている。犯人は、２４

歳、家族は16歳の妻と４カ月の赤ん坊で、２年前ミナスからリオに出てきた。

ミナスでは日雇農場労働者（ｂｏｉａ－ｆｒｉａ）だったが、生活苦のため、リオに

来て警備会社に入り月額200レアルを稼いでいた。（Ｖｅｊａ,8/3/９５）

この記事には、愛くるしく微笑む犠牲者と手錠をかけられ首をうなだれる犯人

の写真が載っている。ここでは、犠牲者は、先進国出身の留学生、金髪の美人で

ブラジルが好きで友達の多い理想的な娘、一方、犯人は、農村出身で都市貧困層

に属する人間の典型で犯人像としては理想的な男として描かれている。

犯罪犠牲者のステロタイプなイメージは、中間層か上層、学歴が高くまじめに

働いて家族を愛し、犯人の要求の言いなりにならない勇気もある人間である。

サンパウロの高級住宅街、仕事から帰宅した歯医者は、ガレージ前で待ち
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伏せしていた３人組によって殺害された。彼は犯人に要求された8,000レア

ルを持ち合わせていなかったため、犯人は門を開けて家に入るよう指示した

が、かわいい娘の顔を思い浮かべたその歯医者は、絶対に門を開けるまいと

覚悟し、犯人たちと落ち着いて話そうとしたが、苛立った犯人により１４発の

弾を受け亡くなった。遺族は、自分たちを守って殺された彼が今にも家に帰

ってくるような気がしている。（Ｖｅｊａ，２４/5/95）

同特集には他に、スーパーの駐車場で車強盗に抵抗して殺された法医学者や元従

業員に殺された企業家、車と時計欲しさの強盗に殺された金持ちの学生などが生

前の写真とともに紹介され、高級な家具と調度品の置かれた居間で撮影された遺

族の寂しそうな姿の写真が効果的に挿入されている。犠牲者は必ず中間層か上層

の善良な家族なのである。

では、犯人像はどうであろうか。

犯人は幼い頃から銃の撃ち方を覚えた。父親はいつも酔って帰り、幼い彼

（犯人）の手に銃をもたせていた。最初の犯罪はちょっとした盗みだった。

それでは稼ぎが少ないので麻薬取引関わるようになり、仲間と住宅に侵入し

強盗をするようになった。今回の罪は殺人罪だ。「この罪は事故だ。俺は落

ち着いていたのに奴ら（犠牲者）の一人が騒いだから撃った。」（Ｖｅｊａ，２４

／5/９５）

犬のような人生：ファヴェーラでの警察との銃撃戦で殺されたマルシオ

（２２歳）は、４歳で実母に捨てられノイローゼになった。路上で生活してい

たところ育ての母に拾われ、ベルフォード・ホーショの郊外（低所得層居住

地域）で育った。彼の生い立ちは大都市周縁部に住む貧しい若者の典型であ

る。彼は軍隊に入ったが１年半で辞め、マフィア関連の犯罪グループに入り

麻薬売人になった。彼の父親はペンテコステ派宗教（信者の多くが貧困層）

の説教師で、「マルシオは生き急いだ。だからドラッグにはまってしまっ

た。」（Ｖｅｊａ，１７/5/９５）

犯人像は、必ず貧しいファヴェーラ住民、生い立ちが不運で生き残るために犯

罪を犯すしかなかったというものである。犯罪はファヴェーラと一体化されてい

る。

犯罪の巣であるファヴェーラが中間層居住地域を侵食しつつある。（Ｖｅ－

ｊａ，２０/4/９５）

ここ１２年間の政府の怠慢により、暴力団がファヴェーラの丘を下りて中産
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階級の居住地に侵入している。貧乏人は暴力団の保護を受けているが、金持

ちは個人で安全を確保しなければならない。何の保護もなく危険にさらされ

ているのは中産階級だ。（Ｖｅｊａ，２１/9/９４）

９２年２月１７日付Ｊｏ｢ｎａｌｄｏＢｒａｓｉｌ紙では、リオのファヴェーラの丘の坂を100人

以上の人がコカインを買い求めて行列する様を向かいの丘から撮ったスクープ写

真が大きく掲蔵された。この写真は、市長や知識人に「改めてリオが犯罪都市で

あることを認識」させただけではなく、犯罪とファヴェーラを決定的に結びつけ

ている。９２年３月１日付のＯＧｌｏｂｏ紙には、「犯人は大方の予想に反してファヴ

ェーラ住民ではない」という書出しの記事がある。しかし、この犯人は14歳から

働き始めた貧困層居住地域の住民であり、また囚人の33.8％がファヴェーラ住民

ではないとしながらも、記事に挙げられている出身地区は全て低所得層の居住地

である。つまり、犯罪を犯すのはファヴェーラ住民、そうでなくとも貧困層なの

である。

では中間層の若者が犯罪を犯すとどうなるか。驚くべき例外として報じられる。

犯罪の記事を見ると、中産階級の人間はすぐ自分が犠牲者だと思う習慣が

ついている。しかし、この事件の犯人は中産階級の若者だ。……彼らはプー

ル付きの大きな家に住みステレオも車も持っており、逮捕された全員に家族

がおり、子供時代を路上で過ごしたわけでもなく飢えのために強盗をしたの

でもない。（Ｖｅｊａ，２/3/94）

中間層の若者による犯罪の記事は数少ないが、そこに共通する見方では、犯罪の

動機が大麻やコカインや高級車を買う金欲しさで、逮捕されると自分と家族の人

生を台無しにしたと嘆き、「発砲した時ヒステリー状態だった」や「カシヤサを

飲んでいた」など暗に計画的犯行ではなかったとしている。さらに、「ブラジル

には百万人もの貧乏人が正直に働きながら一足のスニーカーも買えずにいるのに、

それを盗んだりしないことは誰もが知っている」というコメントが出ている（’４)。

しかし、これこそが「犯罪者すなわち貧困層」というイメージが当然のように存

在することを物語っているといえよう。

Ⅳ、犯罪（viol8ncia）のコントロール

前章でみたような、イメージされた「犯罪者と犯罪の巣＝貧困層すなわちファ

ヴェーラと貧困層居住地」とイメージされた「犠牲者＝中間層と上層」の対立関
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係が最も顕著になるのが、犯罪にどう対応しどうコントロールするかという点に

おいてである。すなわち、犠牲者の自衛と犯罪コントロールのための実力行使

（躯や警察の出動）が、両者の関係を可視的にする。本章では、中間層・上層に

よる自衛と貧困層居住地への顕・警察介入を通して明らかになる中間層・上層に

よる犯罪（犯罪者）と貧困厨の捉え方を概観し、次章でのブラジル社会の不平等

性の考察への前段階としたい。

ConjunturaEcon8mica誌によると、ブラジルの私設セキュリティ業界の94年度

収益は、１１０億米ドルで前年比６３％増であり、国内総生産に占める割合は前年比

5.67％増である。犯罪の急増と激化に伴い、８０年代に初めて大手の私設警備会社

が設立されたが、90-94年にはその数は倍増し、正規の訓練を受けた警備員を擁

するフォーマルセクターと同じ数ほどのインフォーマルセクターが存在し、前科

者を雇っている会社もあるようだ（’５１。

次の犠牲者になるのでは、という不安を抱いて、ブラジル人は可能な限り

自衛している。一軒家より安全だという理由で、閉じられた安全なマンショ

ンの価値が増している。だが、金をかけて警備を雇ってもそれが仇になるこ

とがある。つまり、門番やメイドが強盗の手引きをするからだ。（Ｖｅｊａ，２４

／5/９５）

ＯＥｓｔａｄｏｄｅＳ５０Ｐａｕｌｏ紙によると、サンパウロ市の高級住宅地区では、市の

許可を得ず周辺の通りに門をつけ通行制限し、私設警備を雇っている１１６１゜

このような中間隅と上層の自衛手段は、彼らを犯罪から完全に隔離することを

意味する。防犯の囲いの中であれば、彼らは快適で豊かな生活が送れる。一歩囲

いを出れば、そこは犯罪と貧困層の無秩序な世界なのである。

では、囲いの外の犯罪に対してはどうしたらよいか。その有力な手段が軍と警

察による武力行使である。

民主化以来、軍や警察がファヴェーラに入ることは抑制されてきた。しか

し、そう言っている場合ではない。すぐにでも軍の干渉が必要だ。（Ｖｅｊａ，
２１/9/９４）

犯罪と貧困に脅かされる中産階級は、樒力を持つ取隊が平和と安息をもた

らしてくれると思うであろう。……軍事政楡下、何百人もが拷問され行方不

明になった。……しかし、（民主化という）石への旋回は、民主主義の致命

的な敵である貧困が国中に広がる事を阻止できなかった。……公的権力の欠

如は、麻薬取引に貧困コミュニティを独占させた。麻薬取引は政府が与える
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Ｉまずだったもの、医療、食綱、安全など全てを住民に与えている。その代わ

り、背く者は殺されるかファヴェーラを追放される。政府が無力な今、軍に

犯罪の撲滅を委ねたい。（畷Id6ias”，JornaldoBrasil，１５/3/９２）

中間層・上層にとっては、警察による容疑者殺害までもが「仕方ない」といった

調子で受けとられている。「警察による犯罪人殺害は、たとえそれが非合法でも

必要な行為として正当化される傾向にある。」117）

筆者によるインタビューでも貧困層の人自身が軍政権下の治安の良さを懐かし

がっている。「軍政権下の方が治安がよかった。街角に軍隊がいて夜でも安心し

て歩けた。（ノヴァイグアス市のメイド、女性）「ラセルダ（州知事）時代の方

が、言論の自由はなかったが、治安がよかった。」（リオのファヴェーラ住民、

男性）

、章でみた犯罪の言説と犠牲者像と犯人像に基づいて、本章では犠牲者側が犯

罪にどう対応するかをみた。自衛することにより、中間層・上層と犯罪（犯罪人）

は完全に別の世界に帰属することになり、犯罪撲滅のためには軍の介入も仕方が

ないという世論が支配的である。

Ⅳ、ブラジル社会の不平等性

Veja誌を中心とした犯罪に関する言説と犠牲者像と犯罪者像の作り手にとって、

犯罪者や貧困層は、同じブラジル社会にいながら別々の世界に属する集団である。

それが可視的になるのが、中間層・上層による自衛の強化（安全な空間の確保）

と貧困層への軍介入であろう。社会学者セルジオ・アドルノは、ブラジルｖｉＯ－

ｌ６ｎｃｉａ史の論文の中で、「現代ブラジル社会においてｖｉｏｌ６ｎｃｉａは、人種、社会

階級、民族、性、ジェンダーといった差異のせめぎ合いをつなぐもの」１１８１と捉

えている。ｖｉｏ１６ｎｃｉａによって結びついた歴然とした２つの集団の存在が、ブラ

ジル社会にみられる固定的な社会階層のコントラストといえる。

一方の集団である中間層以上の層は、他方の集団である犯罪者に対して厳しい

刑（死刑を含む）を求めている。

ファヴェーラでは人は殺し合いをして生きている。外出するのがこんなに

困難だとは恥ずかしいことだ。死刑は唯一の解決策だ。（リオ・レプロン住

民、技師）（'９）

ファヴェーラ？彼らには何もない。他人の物を盗ることしか頭にない。
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（イパネマ住民の自営業社長、９１年12月インタビュー）

また、貧困層の犯罪者に対する意識も類似している。

囚人は牢獄の中で食べ物を与えられ楽をしている。我々貧乏人は何もしなかっ

たら死ぬだけだというのに。

あの怪物（犯罪人）に同情などしない。彼らは労働者の生命を、家族の稼ぎ手

の生命を奪う。彼らは、家族の事も自分の事も考えていない。警察がもっと取り

締まればきっと我々に静けさがやってくる（２｡)。

貧困層にとって犯罪者は、同じ貧困であることを認めながら、彼らに負のイメ

ージを持たせて自分たちと区別している。人類学者Ｔ・カルデイラが貧困掴の政

治意識についてインタビューした中で、貧困胸は、自分たちより劣るものの存在

を指摘し、「全ての中で最も貧しい者」として路上生活者、泥棒、病人、働かな

い者などを想定し、これらと犯罪を結びつけている１２１１．

社会階層の中で、最下位に位置づけられる犯罪者に対する軍の介入や警察によ

る容疑者殺害が、軍再強化への懸念を示しながらも、正当化されるのはうなずけ

る。社会学者２Ｓ・ピニェイロは、犯罪への繼力の介入を、軍事政楢下から民

主化以降も存続するヒエラルキー社会と政府による抑圧として考えている。「民

主主義の裏に隠された政治的抑圧が一極化しているのが犯罪撲滅と称する動きで

ある。ブラジルでは、樋力を持たないが集合的アイデンティティを有する諸集団

（例えば、労働者、貧困屑、先住民、犯罪者、女性、同性愛者など）が存在する

ため、抑圧のテンションが高い。」（２２１

ヒエラルキー社会と犯罪の関係について、人類学者Ｇ・ヴェーリョは、アメリ

カの社会学者Ｅ・ヒューズがナチズモに関する分析で提示したｉｎ－ｇｒｏｕｐ、ｏｕｔ－

ｇｒｏｕｐの理論を援用して次のように考察している。犠牲者である中間屑・上層に

とって、犯罪者像と結びついた貧困層は、自己集団の外に存在する集団（ｏｕｔ－

ｇｒｏｕｐ）である。完全に保護された囲い（自分たちの世界、in-group）の中では

彼らは安心して生活できる。外の世界がどんなに汚れていても問題はない。彼ら

が犯罪者に対して厳刑をも求めるのは、犯罪者が自己集団外の人間であり社会を

汚す存在だからだＩ２ｑ１。

つまり、中間屑・上層は、自己集団内（in-group）で何かが起き自己集団自体

を揺るがされて初めて自己を取り巻く社会に働きかけようとする。しかし、集団

外であれば、犯罪が永久に続こうとも、そこから自己を隔離しておけば存在を脅

かされることがないのである。
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外国債権銀行と癒着して国民に不利な協定を結んだ」という論調がＰＲされるよ

うになった。

1985年３月、政権についたサルネイ大統領は就任早々「債務問題は政治問題で

ある」としてこれまでのような国際金融のルールや外貨資金繰りに則った協定を

否定するが如き発言を行っていた。またドルネーレス大蔵大臣に代わって登場し

たフナロ大蔵大臣とそのスタッフ（主として進歩的として知られたカンピナス大

学のエコノミスト達）は民間銀行の償務の支払いをブラジル経済の最大の問題で

あるインフレの原因とし、成長を妨げるものとした。

サルネイ大統領は1986年２月経済安定のための緊急対策として「クルザード計

画」を実施した。これは全般的な価格統制によってハイパー化しつつあったイン

フレを一挙に抑え込もうとするものであったが、約束された財政の健全化が果た

されなかったため、当初二・三カ月の表面的な大成功が過ぎると、インフレは再

燃し、貿易収支は悪化し、外貨準備は減少の一途をたどった。「クルザード計画」

は失敗の様相を濃くしていた。かくて大統領は1983年協定に従って毎年更改され

る協定の利子支払い義務の履行が困難となり、より寛大な繰延べ要請をせざるを

得なくなった。しかし自分たちが非難した軍事政権とまったく同じように、ＩＭ

Ｆおよび債権銀行と屈辱的な再々繰延べを交渉することは政治的に不味である。

折からクルザード計画発足時に盛り上がりを見せた一般大衆の圧倒的人気を支え

に、大統領の任期をできる限り永くしようとの政治駆け引きを展開していたサル

ネイ大統領にはもう一度大衆の人気を挽回するきっかけが必要だった。かくて19

87年２月２０日の「モラトリアム宣言」となった。

(注１）この金融支援プロジェクトは.ＰＨＡＳＥ１”（1983年２月２５日調印）

と呼ばれ、概要以下のとおりである。

Ｌ米国政府支援12.6億ドル

２．１ＭＦ融資５７億ドル

１９８３ＣＯＮＤＩＴＩＯＮＡＬＩＴＹ

貿易収支黒字60億ドル、経常収支赤字70億ドル、資本収支黒字15億ドル、

財政赤字上限、ＧＮＰ比８．８％増、インフレ率年間70％

３．民間銀行リスケジュール

REFINANCE：４０億ドル（1983年中期日到来の中長期債務、期間８年、金利

LIBOR＋２１／８）
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短期マネー融資：約100億ドルの残高維持

短期貿易関連融資：約100億ドルの残高維持

新規貸付：４４億ドル（条件はＲＥFINANCEと同じ）

（１）モラトリアム宣言全文（サルネイ大統領、ブラジリア、1987年２月２０日夜

のテレビ・ラジオ放送）

国民の皆さん

１．私は全閣僚、最高裁長官、上下両院議長、三軍参謀総長から構成される国

家安全保障会議を招集し、その意見を徴したうえ、近代ブラジルの歴史に残る霞

大な決断をしたことを大きな感動をもって言明する。わが国は対外債務の金利の

支払いを停止した。

２．告白すれば、かかる重大な決断を行うことは容易ではなかった。特にこれ

は勇気ある行動であり、わが国ブラジルに信頼を置く行動である。我々はわが国

の発展を阻害しないことを基本方針として返済の方法を交渉する。その方法は政

治的不安定、不況、失業、社会的危機を回避する方法でなくてはならない。しか

しこの決断は対決の姿勢を意味するものではない。ブラジルは対決を望む国では

ない。ブラジルは自由世界第８位の経済大国である。我々は国際社会の埒外の独

りよかりの経済を望んではいない。我々は正当な交渉をこそ望んでいるのである。

我々は競争力があり、ダイナミックかつ近代的で成長の権利を有する自由市場経

済を欲している。

３．我々は外国貿易を活発化しようと大きな努力をした。しかし、国家の遷延

不能な利益を忘れて貿易黒字だけを目的とし、不況という犠牲を払ってまでそれ

を実行することはできない。ブラジルは誰をも裏切るつもりはない。ただ、実行

可能のより良い支払条件を欲しているのである。交渉のテーブルには国の成長目

的を危うくしない条件を提示する。

４．主権と安全保障のため外貨準備は維持されなくてはならない。政権の当初

からこれが我々の基本方針であると決心し、限度を定めた。今決断の時がきた。

この選択は長い間の熟愈のうえとられたもので、失敗の許されない決断である。

現在ブラジルは何カ月もの輸入に十分な地備を持っている。我々の利用可能な外

貨準備は３９億6,200万ドルであることを国民に保証する。一般に国はその外貨弛

備を明らかにしないものであるが、わたくしは今夜あえてこれを隠すところなく
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発表する。これはわが国を信用しない人々の誤った解釈を封ずるためである。

５．状況は1982年とまったく異なっている。当時は事実上打つ手が無かった。

必要不可欠な輸入を賄う外貨すらなかった。我々は債権者の慈悲にすがり、彼ら

に強制される条件を受諾するしかなかった。ブラジルは、よく知られているとお

りの状況下、ＩＭＦに助けを求めるしか道は残されていなかった。現在はそのよ

うな事態にはない。我々は十分な外貨準備を保有しており、今此処にとる手段に

よって、その準備は維持され、我々の交渉に臨む立場を強いものにしている。我

々はこれ以上屈辱的で暫定的な解決策を求めるつもりはない。今回の措置は、こ

れにより外債問題を最終的に解決し将来の安定を保障するような、広範で正当な

合意に到達する永続的解決策を探るためのものである。

６．法王パウロ二世は累積債務の問題について最近その意見を明確にしている。

すなわち、法王は外債問題は倫理、道徳の問題であると言明した。外債は国民生

活の基本的必要を犠牲にしてはならない。我々は自立の立場と長期的観点とを交

渉の出発点とする。

７．次に全てのブラジル国民の脳裏にあるに違いない疑問に答えよう。なぜ我

々の外貨準備は低下したか。私が政権についた1985年３月、外準は78億ドルであ

った。－年前の1984年には90億ドルの新規資金の流入があった。これに反し、１９

８５，８６年の私の政権になって１ドルも純増はない。反対にこの２年間に14億ドル

の資金流出があった。輸出は1986年に10％も減少した。約33億ドルの減少である。

なぜなら、国内市場が拡大したからである。我々は食料やその他必需品を輸入し

た。一方、ブラジルの主要産品と工業製品の価格は、常にある傾向のとおり、海

外市場で下落した。では責任はブラジル国民にあるのか。過去５年間ブラジルは

利子

だけで５５８億ドルを支払った。繰り返して言おう、我々は国民の飢えで債務を支

払うことはできない。

８．既に２年前、国連での演説において、ラテンアメリカ諸国は対外債務の重

圧に押しつぶされて生活していると警告した。それはまさに深刻な状況であり、

その国内での影響は不況、失業、欠乏、貧困と暴力をもたらす。私は確信を持っ

て言明した。債務は疑いもなく社会に高いコストを課しており、この勘定は自由

をもって噸われている。なぜなら債務を貧困によって返済することは民主主義を

犠牲にすることだからである。

９．私は熟慮し、結果の重大さをおしはかった。なぜなら、かかる性格の措置
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'よ多くの危険を伴うからである。しかし何も見いだせなかった。ブラジルにとっ

てその進路に乗り越えることのできない障害が現れると示唆するものは基本的に

は何もなかった。我々は大悲劇を恐れる必要は一切無い。今や時間の観念を持つ

必要がある。ブラジルは２１世紀に向けて準備しなければならない。そのために斉

合性があり、確固とした計画がなくてはならない。

１０．クルザード計画においては生産と労働の価値を高め、投機をほうむった。

物事は常に我々が望むように動くとは限らない。しかし我々は粘り強くこれらの

目的を追求し続けなければならない。あの２月２８日が近づいている。我々誰もが

望んだインフレの低下はまだ達成していない。私は全ブラジル大衆と共に、－市

民として、さらに大統領として、あのように良く策定されたプログラムの成功の

ために全力を傾注した。今インフレは約６０％である。しかし１９８５年の２５２％でも

なければ推定されていたように1986年は500％以上ということもない。

さてすべての国民が大統領にもう一つの質問があることを知っている。今後の

ことである。第一歩は今発表している利子支払い中断の措置である。これは我々

の経済成長を犠牲にせずに交渉を行うためである。次いで厳格な引き締め計画を

実行しなくてはならない。成長と雇用とを確保しつつ継続的な経済安定プログラ

ムを実行する。

１１．政府は自らの責任を果たしていない、と常にいわれている。よろしい。ま

ず今夜私は政府の貢献として次の３点を確認する。６カ月の間、国庫は歳入の範

囲内のみで支出する。国有企業は自社の収入によって得られた資金または実際に

使用可能と確認された資金のみをもって投資を行う。さらに、補助金を全般的に

見直す。そのため、直ちに国会に対し、補助金について、当該財源を明確にする

等、適用の条件を定める法案を提出する。政府は自らの責任を果たすことを提案

した。今度はこう言いたい。すなわち、これ以上耐え難いほど苦しんでいる大衆

を苦しめないために、今や全ブラジル人がこの戦いに勝利すべ<団結しなければ

ならない。今こそ責任感ある愛国心が必要なのだ。政府を批判するという口実の

もとに国を裏切ることがあってはならない。現政府は単に過去の債務を継承した

に過ぎず、それを次の世代を担保にすることなく支払おうとしているのである。

１２．ブラジルは決断した。永い間、外債の解決のためにより強い措置を要求し

ていた大衆の全幅の支持を得られるものと確信している。我々は主権国家として、

国民の支持を受けている政府としての権威をもって、外国における交渉のテーブ

ルにつく必要がある。そして次にはインフレを打破し、不況を回避し、雇用水準

－８９－



を維持し、投資が戻るための信頼を回復し、わが国の労働者の実質鱗買力の水準

を維持する。要するにこれらのかくも野心的な緒目的を達成するには屈辱的な低

賃金の状況に終止符を打つのだという国民的理解が必要である。今日取られたこ

の措置は我々の経済政策の中に組み込まれ、国民生活を向上することを主な目的

とする。

私は、政治家、労働者、企業家、資本と労働、国のあらゆる力、自由職業人、

学生、教会、すべてのブラジル人男女に対し、今この時、ブラジルに援助の手を

差し延べるよう呼びかける。重大な時である。しかし、我々の労働、我々の尊厳、

我々の団結によって乗り切るであろう。団結、この言葉は私の命令である。未来

は我らのものである。私から皆さんにお願いする、自信を持てと。

ありがとう。神よ恵みあれ。おやすみなさい。

（出所）日刊紙oEsTADoDEs1rOPAuLoLサンパウロ、1987年２月21日、拙訳．サンパウロ、1987年２月２１日、拙訳。

Iま執筆者がコメントの便宜上付したも１から１２までの番号および区切りは執筆者がコメ

の。

（２）コメンタール

１．国家安全保障会議はブラジル憲法（１９４６年９月１８日公布）第179条に規定

され、国家の安全と防衛に関わる重大問題について審議する機関で軍事的行動を

想定する。

サルネイ大統領が民間銀行への利子支払いを停止することを、本来かかる金融

為替問題の審議機関である通貨審議会ではなく、国家安全保障会議にかけたこと

はこの会議の性格から見れば極めて異例である。モラトリアム宣言のこの導入部

は国家の安全を脅かす敵に対して敢然と戦いを挑む宣戦布告のイメージを国民大

衆に与える。

２．ここでは宣言の二つの目的が示唆されている。－つはこの強硬姿勢は国内

政治向けであり対外的には断交ではなくて交渉をしたいとの意思があること、も

う一つはモラトリアムという民間金融機関には非常に不都合な状況を作り出すこ

とによって来るべき債務交渉に有利な立場を確保しようとの意図である。

３．経済政策の失敗により貿易収支の悪化を招き、外貨準備が激減して支払い

不能なったことを非難されると予想されるところから、先回りに政策の正当性を

主張している。

クルザード計画では、為替が８カ月間同定された結果クルザードの過大評価が

－９０－



長期間続き輸出が失速、一方輪人は有利になった上国内供給が価格統制のために

不足したため食肉や米まで緊急輸入する等急増した。貿易収支は前年比40億ドル

悪化した（注２）。

またブラジルには輸出ドライブにより貿易黒字を出すことは国民経済上不利で

あると、これを忌避する考え方が伝統的に強い。特にモネタリトを保守反動と非

難する進歩派エコノミストがそうである。サルネイ大統領を支持する最大与党Ｐ

ＭＤＢの考え方も「何のために国内消費を抑制して黒字を出すのか。対外債務支

払いのためではないか。とすれば対外債務の支払いを停止して国内消費を活発化

すべきである」というものであった。

一方ＩＭＦを始め国際金融界では、借入金利子の返済等サービス支出を賄える

貿易黒字（120-130億ドル）は確保すべきであり、そのためには国内経済を引き

締め、為替レートを切り下げて輸出に努力すべきであるとの考え方が支配的であ

ったのはもちろんである。

(注２）1982-1987の貿易収支（ＦＯＢ単位百万ドル）

（出所）Ｆ､Ｇ・恥，ConjunturaEcon6mica，Outubr01993

４．モラトリアム宣言の前に既に国際金融市場ではブラジルの外貨準備の低水

噸を懸念する情報が流れていた。サルネイ大統領はそれに対し余裕のあることを

強調して不安を取り除こうとしている。今日ＩＭＦ統計によれば1986年末の外準

は金を除き58億ドルとなっているので、サルネイ大統領の数字はこれからＳＤＲ

やＢＩＳ預託金を控除した額と思われる．しかし実際には３９億6,000万ドルの外

貨瀧備のうち、BANCODOBRASILを始めブラジルの銀行の海外支店が通常業務に

必要な決済資金の市場での調達が困難になっていたため、現金準備のかなりの額

を預託したり外国銀行に担保として置いてあったので、利用可能な資金は20億ド

ルを割っていたというのが真相であった。この点から言えば、モラトリアムを宣

言すると否とにかかわらず対外支払いの停止は必至な状態であった。
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５．１９８２年はメキシコの支払い不能に端を発してラテンアメリカの対外債務問

題が一挙に顕在化した年である。ブラジルも既に新規借入によって１日債務とその

金利を支払うという悪循環に陥っていたが、メキシコ破綻によって新規取り入れ

が不能となり、外貨資金繰りが行き詰まった。1982年後半からＩＭＦとの借入交

渉に入り、経済の引き締めを約する一方、1983年初頭から民間債権銀行との繰延

交渉を開始した。1982年末の外貨準備は金を除き３９億ドル（ＩＭＦ）であるから、

４．の水準より約20億ドル少なかったことになり、きわめて深刻な状況であった

ことが分かる（注３）。

ブラジルは結局1983年２月前述のＰＨＡＳＥ１協定を締結するが、ＩＭＦの条

件を飲み、以後毎年その年に期日の来る債務を繰り延べる交渉を行うことになっ

た。このことを宣言では「屈辱的で暫定的な解決策」とし、モラトリアムでそれ

を拒否するものとしている。

(注３）ブラジルの外貨準備（金を除く、各年末、単位百万ドル）

(出所）IMF， Ｎｏｖ、１９９３IＣＳ

６．確かに法王パウロ二世はラテンアメリカの累積債務問題について「倫理的

考察が必要」と発言したが、負債不履行に賛意を表したわけではない。しかしブ

ラジルには累積債務とそれに対する利子の支払いが多額にのぼるに従い、資本主

義確立以前の中世的、スコラ神学論的経済倫理（商業・金融の蔑視、貸付金や利

子の否定）に基づく論調も公にされるようになった。宣言はその面でも法王の名

を出すことによって倫理的にモラトリアムの正当性を補強しようとしている。

７．外貨危機を招いたのは、第一に外資の流入が止まった上に返済と利子の送

金のみが継続したこと、第二に貿易収支の悪化は確かにあったが国内需要の増加

によるもので非難されるべきではないこと、との主張である。そしてかかる状況

で債務を支払えば国民を飢えさせると「飢えかモラトリアムか」と呼びかけてい

る。数字の検証は中銀統計（注４）に任せよう。

－９２－

1９８１ 1９８２ 1983 1984 1985 1９８６ 1９８７
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(注４）債務返済、利子の支払いおよび債務残高（単位百万ドル）

罵隅需需謡謡
■■日田■田岡■■■、

（出所）BancoCent｢ａｌｄｏＢｒａｓｉＬＲｅｌａｔｏｒｉｏｄｅｌ９９ＬＢｒａｓｉｌｉａ，１９９２

８．償務履行を強制すると民主主義を危うくするというのは、実は米国の懸念

を突いている。アメリカは２１年間の軍事政権の後に誕生した民政サルネイ政権が

安定するかどうか非常に心配していた。もし累楓償務問題で民主政権が倒れたら

左右の対立が激化して軍政が復活する等政治的混乱を免れないと予測したのであ

る（米国国務省筋の情報）。サルネイ大統領はそれを念頭においている。

9．債務国による債務不履行、特に支払い拒絶のような敵対的な行動に債権国

や使権銀行はどう対処するか、国際金融界ではつとに議論が行われていた。かつ

ては償楢国が軍艦を派遣して債務国に圧力をかけて強引に返済を迫ったり、税関

を占拠し関税を返済資金に当てるとか領土を租借したり割譲を強要したりした。

かかる覗事的強圧は現在では不可能なことはもちろんであるが、たとえば６００行

を超える民111]償権銀行の一行でも世界のいずれかで法的措侭に訴えれば、ブラジ

ルの海外資産の差し押さえ等は十分あり得る。それがここで言う「多くの危険」

の一つに他ならない。ブラジル政府はこれらの危険を懸命に予測しようとした。

そして「債権国や債権銀行は対抗措置はとらないであろう」との結論に達した。

その理由の第一は１月のパリ・クラブでの勝利である。償橘国はブラジルがＩＭ

Ｆの承認を取ることを条件に債権を繰り延べるとの方針をとり、これを拒否する

ブラジル側と極めて厳しい攻防があったが、払暁に及び決裂寸前の交渉の席に８．

で言及したとおりサルネイ政権の弱体化を懸念するアメリカ国務省より、「ＩＭ

Ｆの介入なしで繰延に応ずべし」との訓令が入り、各国ともこれに従わざるを得

なくなった。これで債権国の慎重な態度は分かった。第２はやはりモラトリアム

の寸前にアプリル出版社と化学会社ローヂア（仏ローヌプーラン社のブラジル子

会社）主催の講演会に来伯したＪ，Ｋ・ガルプレイス教授の言葉である。教授は

講演の後、質問に答えて「ブラジルがモラトリアムを宣言しても外国民間銀行は

何もできない」と明言した。

－９３－
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１０．モラトリアム宣言の約１年前の1986年２月２８日クルザード計画が実施され

た。この時サルネイ大統領は「価格を上げるのは資本家であるメーカーや商人で

あるから一般大衆はそのような非国民的行為は「サルネイに任命された検査官」

だと思って摘発せよ」とアピールした。このポプリズムの呼びかけは同時に承認

した賃上げと相まってサルネイ大統領の大衆人気を一挙に押し上げた。２月２８日

はサルネイの栄光の日である。

モラトリアムが宣言された1987年にはクルザード計画は、政府の財政の改善が

なかったためインフレが再燃し、完全に失敗したとされていた（注５）。とにか

くサルネイ大統領はあの大成功を国民に思い起こさせようとしている。しかしＩ

ＭＦの支援条件（CONDITIONALITY）としての引き締めには成長を犠牲にすると反

対しながら、「厳格な引き締め計画を実行する」というのは政治的公約とはいえ

整合性に欠ける嫌いがある。

(注５）クルザード計画とモラトリアム前後のインフレ（ＩＧＰ－ＤＩ年間％）

(出所）Ｆ・ＧＶ.， Aｇｏｓｔｏｌ９９４

１１．クルザード計画は二次インフレないし慣性インフレを暫定的に統制で押さ

え込もうとする政策で、インフレの根本原因を除去するものではない。統制の効

果が切れないうちに財政の健全化等、より抜本的施策が実行される必要があった。

しかしサルネイ大統領は政治的人気を維持しようとの意欲から政策スタッフの献

策をいれず、インフレが再燃し、計画は元の木阿弥と化そうとしていた時である。

そこで「今度こそ政府は自らやるべきことはやるから支持してくれ」とのアピー

ルになっているのである。

１２．「外債問題に強い借間を大衆は要求していた」というのは正しいかどうか。

膨大な累積債務の元債務者の大部分は政府機関か国有企業で、資金使途はおおむ

ねインフラの構築であり、国内の工業化の畷境整備に役立った。当然国内産業へ

の投資や雇用の増大に貢献したのである。石油価格の高臘や国際金利の上昇が償

務の急増につながったが、それは政府の金融危機管理の失敗で、国民大衆の多く

の関知するところではない。「ブラジル国民の責任か」との問いは唐突であり、
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まして屈辱的な低賃金が倣務のためであると考える者もいない。償務や利子を財

政から支払う段階にいたって歳入が不足、インフレか引き締めのデフレかの選択

を迫られて始めて国民生活の問題となる。大衆はこのような意図的なキャンペー

ンでＩＭＦに反感を持ち、先進工業国や憤権銀行を憎むように動員された。

モラトリアム宣言のこの部分は１．の高い姿勢を受けて、債権国や債権銀行に

対し、主権と国民の支持を背景にした権威をもって対決する堂々たる大統領を印

象づけようとしている○サルネイ大統領とそのスタッフは債務問題に大衆を巻き

込むことにより、素朴な大衆のナショナリズムを刺激し、危機感をあおって、政

治的にその立場を強化しようとした｡対外債務問題がポプリズモ政治の具に使わ

れたことを示している。

◆結び

ブラジルの累積債務問題はこのモラトリアム以降内外の政治経済に大きな反響

を与えて進展していった。国際金融市場では既に貸付憤権があたかも証券のよう

に売買されるようになっていたが、対伯償権は市場価格が大幅な割引となった。

また民間債樋銀行は経営の健全化のために、ブラジルに対する貸付金を不良債権

に分類し、償却を進めたり貸倒引当金を楓む措置を講じた。債権国政府当局も発

展途上国の債務の軽減の方策を模索することになり、ベイカー提案がなされ、プ

レディ提案へと進んだ。

このように国際金融界の対応は危機感の高まりはあったが比較的に冷静であっ

た。しかし、ブラジル国内の対外債務履行か不履行かをめぐる議論は政治家、学

者、組合リーダー、ジャーナリスト果ては教会まで参加してエスカレートした。

特に1989年の大統領選挙の軍要な争点となった（注６）。

償務不履行の状態はその後多くの粁余曲折を経て、結局プレディ提案に基づく

元本の35％の削減と長期証券化の条件で、1993年11月２９日ブラジルと民間債権銀

行との間で合意に達し、翌1994年４月証券化が実行されたことにより一応の解決

を見た（注７）。

サルネイ大統領のモラトリアム宣言はこの問題の金融的解決には直接的には何

の影響も無かった。というのは、同じように支払不能に陥ったが償楢国や債権銀

行との間にこのような対立無しに交渉のテーブルについたメキシコとアルゼンチ

ンが獲得した条件と、モラトリアム宣言を行って交渉を有利にしようと意図した
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ブラジルの獲得した条件とは実質的に大きな相違はなかったからである。

しかしブラジルが国の債務の履行を拒絶したという歴史的事実は厳然として存

在し続けることは論を待たず、その功罪は今後のブラジルの国際金融界との関係

の中で問われていく課題であろう。

(注６）1989年、次期大統領選挙が始まった頃のブラジル有力政治家およびエコ

ノミストの累積債務問題に対する発言を以下に紹介する。

●ジョゼ・サルネイ（保守政治家、当時大統領）

「工業国は債務を早急かつ最終的に削減する制度をつくる責任がある。私の政権

だけでも過去４年間増減のなかった債務に対し金利と元本の返済で550億ドルの

支払いを行った。これは発展途上国の国にとって耐えられない出血である。」

（JornaldoCongresso，1989年２月号15頁）

●フェルナンド・コロール・デ・メロ（当時アラゴアス州知事、1990年大統領）

「外債問題は道徳問題である。なぜなら外債は正当な債務ではない。不当な要素

はいくらでもある。既に何倍も返済されているうえにチップさえとられている。

更にこの資金の使われ方が悪い。「鉄鋼鉄道」やアングラの原子力発電所、アソ

ミナス等々犯罪ともいえる無駄があったことが分かる。外債は絶対に支払うこと

はできない。」（雑誌Afinall989年３月２１日）

●ルラ（労働者、当時金属労連会長、次期大統領候補）

「債務の支払いを直ちに停止しその資金を開発計画に充当することを主張する。

今日諸条件は交渉に有利である。債権者はブラジル債権を額面価格の35％で売買

している。我々は100％に対する利子を支払い続けることはできない。」

（夕刊紙JornaldaTardel989年３月６日）

●レオネル・プリゾラ（当時下院議員、次期大統領候補、後リオデジャネイロ州

知事）

「債務は過去の政権と債権銀行の無能力と無責任で契約されたものである。しか

し我々は詐欺師ではない。元本の返済までは認めよう。ただし３０年40年の期限で

解決しよう。我々は既に債務以上に支払った。アメリカのインフレによる高騰ま

で支払った。「もうたくさんだ」という必要がある。これは正義の問題でそれ以

外のなにものでもない。」（日刊紙GazetaMercantill989年３月２０日）
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●モレイラ・フラン。（保守政治家、当時リオデジャネイロ州知事）

「外債に対する元本と利子の支払いは国内総生産の２．５％までに制限する法案を

提出することを提案する。」（GazetaMercantill989年２月１７日）

●ロベルト．カンポス（経済学者、外交官、元経済企画大臣、当時上院議員）

「台湾やインドネシアは外債を１００％支払っている．だからといってこれらの国

の経済が停滞しているわけではない。ブラジルにおいて必要なことは保護主義の

打破と投資家を信頼せしめる国内の条件整備である。」

（日刊紙OEstadodeSfrbPaulol989年４月６日）

●アントニオ・デルフィン・ネト（経済学者、元企画大臣、農業大臣、当時下院

議員）

「今日債務は伝統方式ではもはや支払うことはできないことは明白である。債権

者のうち誰一人としてこのような状況を続けていけると本気で考えている者はい

ない。」（雑誌Vejal989年３月１５日）

●アフォンソ・セルソ・パストーレ（経済学者、元中央銀行総裁、当時ＳＰ大学

教授）

「ブラジルは1987年にモラトリアムを行ったが、インフレから解放されていない。

外債は生け贄の羊にされた。」（雑誌Vejal989年３月１５日）

（注７）1992年のリスケジュール協定

1992年７月９日、ニューヨークにおいてブラジル政府と民間債権銀行代表（Ｂ

ＡＣ＝BANKADVISORYCOMMITTEE）との間でプレディ・プランのラインに沿った

りスケジュール協定につき基本合意が成立した。これによると民間銀行債権440

億ドル（全民間銀行債権残高からＢＡＮＣＯＤＯＢＲＡＳＩＬ等ブラジルの銀行の債権を

除く）を対象に、ブラジル側の債務とその元利返済負担を軽減するため、債権銀

行は１日債を次のいずれかまたはいくつかの形態の債権を選択してリスケジュール

に応じることとする。

１．DISCOUNTBOND

３５％削減、金利LIBOR＋１３/16％、期日３０年、一括返済、元本に100％、利息

に最初の12カ月のみ担保が付く。

２．ＰＡＲＢＯＮＤ

元本の削減なし。金利低減により債務負担軽減。

金利１－６年まで、４.ＣＯ、4.25,5.00,5.25,5.50,5.７５と漸増、７年目以

－９７－



降6.0％、期日３０年、一括返済、元本に100％、利息12カ月、担保付き。

３．ＮＥＷＭＯＮＥＹＢＯＮＤ

旧債はそのまま維持し、代わりに新規貸付をこの債券で供与する。

金利LIBOR＋７/8％、期間15年（据置10年）、元利とも担保無し。

４．DEBTCONVERSIONBOND

NEWMONEYBONDを購入した場合、その5.5倍まで。

金利LIBOR＋７/8％、期間18年（据置10年）、元利とも担保無し。

５．ＳＴＥＰＵＰＢＯＮＤ

ＰＡＲＢＯＮＤの一種。金利軽減目的。

金利１－６年、それぞれ4.00,4.00,4.50、4.50,5.00,5.00％、７年目以

降LIBOR＋13/16％・

期間18年（据置10年）、元利とも担保無し。

６．ＳＴＥＰＵＰＢＯＮＤ（元加条件）

５．と同じであるが金利に上限を設けそれを超える部分は元本に組み入れ最

終期日まで積み上がる。

金利１－６年、５．に同じ、７年目以降８％に固定し市場金利が８％を超え

る部分は元加。

期間20年（据置10年）、元利とも担保無し。

７．RESTRUCTURINGLOAN

証券ではなく旧債の条件軽減を認めた貸付。

金利１－６年、５．と同じ、７年目以降LIBOR＋１３/16％、これ以上は元加。

期間20年（据置10年）、元利とも担保無し。

この協定は1993年11月２９日カナダにおいて調印され、1994年発効した。
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